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先
日
、
ド
ッ
ト
・
ジ
ェ
イ
ピ
ー

（
.jp）
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

大
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
.jp
と
は

ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
略

で
あ
り
、「
未
来
自
治
体
」と
い
う
政

策
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

「
も
し
、
あ
な
た
が
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
（
市
長
）
だ
っ
た
ら
、
30
年
後
に

ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
か
？
」

と
い
う
内
容
だ
。
私
も
福
山
大
学
経

済
学
部
・
税
務
会
計
学
科
の
３
人

の
学
生
と
共
に
参
加
し
た
。

私
た
ち
４
人
は
福
山
駅
前
の
活

性
化
に
焦
点
を
絞
り
、
以
下
の
提
案

を
行
っ
た
。
最
初
は
「
駅
前
学
園
構

想
」
だ
。
具
体
的
に
は
約
４
０
０
０

人
の
学
生
を
擁
す
る
福
山
大
学
と

約
３
０
０
０
人
の
学
生
を
擁
す
る

老
人
大
学
の
駅
前
誘
致
で
あ
り
、
場

所
は
キ
ャ
ス
パ
跡
地
と
エ
フ
ピ

コ
・
リ
ム
が
適
し
て
い
る
。
全
国
で

大
学
が
郊
外
か
ら
中
心
部
に
回
帰

す
る
傾
向
が
あ
る
中
で
、
福
山
大
学

は
す
で
に
駅
北
側
に
宮
地
茂
記
念

館
を
有
し
、
入
試
や
特
別
講
義
を
開

催
し
て
い
る
。
新
幹
線
の
ぞ
み

が
停
車
す
る
福
山
駅
周
辺
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
全
国
か
ら
学
生

の
応
募
が
期
待
で
き
る
。

こ
の
案
の
実
現
の
後
押
し
と

し
て
、
駅
前
広
場
の
再
整
備
が

必
要
だ
。
学
生
の
車
の
所
持
率

は
低
く
交
通
弱
者
と
言
え
る
。

解
決
策
と
し
て
福
山
駅
前
か
ら
路

面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
走
ら
せ
れ
ば

多
く
の
学
生
が
通
学
に
利
用
す
る

だ
ろ
う
。
学
生
の
普
段
の
足
で
あ
る

自
転
車
駐
輪
場
も
足
り
な
い
。
利
用

が
低
迷
し
て
い
る
地
下
送
迎
場
を

駐
輪
場
に
転
用
、
タ
ク
シ
ー
待
機
場

を
マ
イ
カ
ー
送
迎
場
と
し
、
タ
ク
シ

ー
は
現
在
の
バ
ス
待
機
場
を
利
用
、

バ
ス
は
市
役
所
北
側
広
場
に
て
待

機
で
ど
う
か
。

最
後
に
福
山
城
を
木
造
再
建
し
、

民
間
に
委
託
し
て
結
婚
式
等
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
収
益
を
上
げ

て
建
設
費
を
償
還
す
る
と
い
う
案

は
い
か
が
か
。
掛
川
城
は
こ
の
ス
タ

イ
ル
に
よ
り
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

学
生
が
侍
の
恰
好
を
し
て
観
光
客

を
案
内
す
れ
ば
京
都
と
同
じ
よ
う

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
せ
る
だ
ろ
う
。

併
せ
て
福
山
駅
を
福
山
城
駅
と
改

称
す
れ
ば
、
本
市
の
知
名
度
は
飛
躍

的
に
ア
ッ
プ
す
る
。
福
山
の
地
名
は

知
ら
な
く
て
も
、
駅
か
ら
お
城
の
見

え
る
駅
は
皆
知
っ
て
い
る
。
新
幹

線
・
小
郡
駅
が
新
山
口
駅
と
改
称

し
た
前
例
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
い

に
議
論
し
た
い
も
の
だ
。

福
山
駅
を
福
山
城
駅
に
？ 大田ゆうすけ

（福山市議会議員）
毎月 1日号に掲載
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